
 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：（　１４６７組：須賀　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話
・
聞

書 読

○ 1

【知識・技能】
・比喩、言い換えなどの修辞や抽象・具体、対比につ
いて理解し使っている。
【思考力・判断力・表現力等】
・文章の構成、論理の展開などについて叙述を基に的
確にとらえ、要旨や要点を把握している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・文章の特徴を踏まえ、積極的に内容をとらえようと
している。

〇

【知識・技能】
・実社会において理解したり表現したりするために必
要な語句の量を増す。
【思考力・判断力・表現力等】
・自分の考えが的確に伝わるよう、根拠の示し方や説
明のしかたを考えるとともに、工夫している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に、課題に沿った本文の課題を挙げようとし
ている。

○

○ ○ ○

○

4○ ○

○ ○

8

1

○ ○ ○

２
学
期

70

○ ○ 1

合計

【知識・技能】
・文例および自分の意見文において主張と根拠を指摘
できている。
【思考力・判断力・表現力等】
・「書くこと」において、論理展開を工夫し、読み手
が理解しやすい文章が書けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・意見文の相互評価および単元の総括をとおして、学
習の状況を積極的に把握しようとしている。

○ ○ ○ 5

8

J 単元　「社会に対する意見文を書く」
【知識及び技能】
・常用漢字の読み書きをし、文章の中で
使っている。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容、展開を構成し叙述できている。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に学ぶ力や社会生活の充実を図る
態度を涵養する。

・指導事項
　既習事項を活用した学習、１年間のま
とめ
・一人１台端末の活用　等

〇

３
学
期

○ ○ ○

定期考査

定期考査

I 単元　「フェアな競争」
【知識及び技能】
・文章中の根拠や引用に注目し、その妥当
性や信頼性を吟味する。
【思考力、判断力、表現力等】
・経済について
【学びに向かう力、人間性等】
・本文の主張を踏まえた上で自身の主張を
述べることができる。

・指導事項
　社会的な事象との関連
・一人１台端末の活用　等

〇

E 単元　言語活動「スピーチで自分を伝え
る」「ビブリオバトル」
【知識及び技能】
・話し言葉の特徴を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
・聞き手が理解しやすい説明のしかたを考
え、過不足なく伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
・伝える態度と聴く態度の涵養。

・指導事項
　他者に伝える際の注意事項、聴く姿勢
・一人１台端末の活用　等

〇

【知識・技能】
・比喩、言い換えなどの修辞や抽象・具体、対比につ
いて理解し使っている。
【思考力・判断力・表現力等】
・文章の構成、論理の展開などについて叙述を基に的
確にとらえ、要旨や要点を把握している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・文章の特徴を踏まえ、積極的に内容をとらえようと
している。

F 単元　無彩の色
【知識及び技能】
・表現の特色をふまえ、日本の伝統として
の色について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・論展開と根拠をもとに情報を読み解く。
【学びに向かう力、人間性等】
・本文の主張を踏まえた上で自身の主張を
述べることができる。

・指導事項
　論が発展していく評論の読解のしかた
・一人１台端末の活用　等

○

【知識・技能】
・比喩などの修辞や、直接的な述べ方や婉曲的な述べ
方について理解し使っている。
【思考力・判断力・表現力等】
・文章の種類をふまえて、論理の展開について叙述を
基にとらえ、要旨や要点を把握している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・積極的に、学習課題に沿って、具体や抽象、対比の
関係をとらえようとしている。

8

8○ ○ ○

H 単元　夢十夜
【知識及び技能】
・常用漢字の読み書きをし、文章の中で
使っている。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容、展開を叙述をもとにとらえ、自分
の言葉で表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に学ぶ力や社会生活の充実を図る
態度を涵養する。

・指導事項
　既習事項と関連した小説の創作につい
て
・一人１台端末の活用　等

○

【知識・技能】
・文例および自分の作文において主張と根拠を指摘で
きている。
【思考力・判断力・表現力等】
・論理展開を工夫し、読み手が理解しやすい文章が書
けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・文章の相互評価をとおして、学習の状況を積極的に
把握しようとしている。

G 単元　「ロビンソン的人間と自然」
【知識及び技能】
・社会的な用語について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・対比をもとに筆者の主張を整理できる。
・社会的な事象について考えを深める。
【学びに向かう力、人間性等】
・本文の主張を踏まえた上で自身の主張を
述べることができる。

・指導事項
　対比を基にした発展的な文章の整理
・一人１台端末の活用　等

定期考査

○ ○ 5

定期考査
○ ○ 1

1

C 単元「羅生門」
【知識及び技能】
・常用漢字の読み書きをし、文章の中で使
うことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
・内容に対する疑問等を自分の言葉で解釈
し考えを深められる。
【学びに向かう力、人間性等】
・心情を読み取り学習に活かしている。

・指導事項
　問を立てて探究すること
・一人１台端末の活用　等

○

【知識・技能】
・本文中に登場する常用漢字を活用している。
【思考力・判断力・表現力等】
・本文の内容をとらえ、自身の主張をもとに記述する
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・自身の記述をもとに学習の状況を積極的に把握しよ
うとしている。

○ ○ ○ 9

○ 7

B 単元　言語活動「論理的な表現」
【知識及び技能】
・論理的な文章を検討する際に必要な要素
を押さえる。
【思考力、判断力、表現力等】
・効果的な表現や資料の提示のしかたを考
察できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・明快な文章の読解に興味をもつ。

・指導事項
　主張と根拠の関係性
・一人１台端末の活用　等

〇

【知識・技能】
・主張と論拠など情報と情報との関係について理解し
ている。
【思考力・判断力・表現力等】
・主張の要旨を工夫して相手に伝えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・口頭での説明を通して相手が理解しやすい表現を粘
り強く工夫する中で、自らの学習を調整しようとして
いる。

○ ○ ○ 3

１
学
期

A 単元「水の東西」
【知識及び技能】
・具体と抽象の違いを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
・接続詞をもとに本文を読み解ける。
【学びに向かう力、人間性等】
・本文の主張を踏まえた上で自身の主張を
述べることができる。

・指導事項
　具体と抽象、対比
・一人１台端末の活用　等

〇

【知識・技能】
・比喩、言い換えなどの修辞や抽象・具体、対比につ
いて理解し使っている。
【思考力・判断力・表現力等】
・文章の構成、論理の展開などについて叙述を基に的
確にとらえ、要旨や要点を把握している。
【主体的に学習に取り組む態度】
・文章の特徴を踏まえ、積極的に内容をとらえようと
している。

○ ○

定期考査
○ ○

D 単元　言語活動「情報の探索と選択」
【知識及び技能】
情報の妥当性や信頼性を正しく吟味する。
【思考力、判断力、表現力等】
・複数の文章を比較し、共通点や相違点を
とらえる。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に学ぶ力や社会生活の充実を図る
態度を涵養する。

・指導事項
　情報の取捨選択、他者と共有すること
・一人１台端末の活用　等

〇

【知識・技能】
・情報の妥当性や信頼性の吟味のしかたについて理解
を深め使っている。
【思考力・判断力・表現力等】
・目的に応じて、情報を相互に関係付けながら、文章
の構成や論理の展開などについて自分の考えを深めて
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・情報の取捨選択能力を学習に活かそうとしている。

○

常用漢字の読みに慣れ、主要な常用漢字を正し
く文や文章の中で活用することができる。

接続詞をもとに論理の展開を的確にとらえ、本
文の主張を読み解くことができる。
論理的思考力を駆使して、自分の意見を書くこ
とができる。

本文の主張を踏まえた上で自身の主張を述べ
ることができる。
学習課題に取り組み、自分の学習活動を改善
しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知 思 態
配当
時数

複数の文章を比較して読み、熱意を持って自分の課題に取り組む。

現代の国語

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

（　２３５組：川上　）

高等学校　現代の国語　第一学習社

国語

【学びに向かう力、人間性等】

年間授業計画　様式例

国語 現代の国語
国語 現代の国語 2

【 知　識　及　び　技　能 】実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の習得。

本文における情報の関係に注意し、主旨や論理展開を的確に捉える。

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科

【思考力、判断力、表現力等】



年間授業計画　様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者： （２３５７組：須賀）

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

話
・
聞

書 読

1

1

7

○ 10

【知識・技能】
・近代以降の文章の特徴を理解している。
【思考力・判断力・表現力等】
・幅広い作品に対して自分なりの視点をもち、比較し
ようとしている。
【主体的に学習に取組む態度】
・作品に興味を持ち、作品の表現に注目しながら読も
うとしている。

○ ○ ○

【知識・技能】
・形容詞・形容動詞の活用について理解している。
【思考力・判断力・表現力等】
・短歌を解釈し、作品の内容について理解を深めよう
としている。
【主体的に学習に取組む態度】
・作品に興味を持ち、歌に込められた心情や平安時代
の恋愛、結婚のあり方をとらえようとしている。

10

○ ○

○ ○ ○

5

【知識・技能】
・短歌の特徴について理解している。
【思考力・判断力・表現力等】
・作品や文章に沿って内容を解釈し、表現を考えよう
としている。
【主体的に学習に取組む態度】
・自然や人生をうたった短歌に興味をもち、表現の特
徴を理解しようとしている。

３
学
期

○ ○

70

12

○ ○ 1

【知識・技能】
・文語の決まりや作品の歴史的・文化的背景などを理
解している。
【思考力・判断力・表現力等】
・作品や文章に沿って内容を解釈しようとしている。
【主体的に学習に取組む態度】
・故事成語の由来に興味を持っている。

○ ○ ○

合計

２
学
期

〇

A  単元『宇治拾遺物語』「児のそら寝」
【知識及び技能】
・歴史的仮名遣いや古文読解に必要な知識を身
に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
・文脈に沿って主語を判別できる。
【学びに向かう力、人間性等】
・既存の知識や身に付けた知識を活用し、本文
の内容を理解している。

・指導事項
　歴史的仮名遣い、古文の学習、主語の
判別
・一人１台端末の活用　等

定期考査

文章読解を通して適切かつ効果的に表現する能
力を育成し、思考力や想像力を伸ばす。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

E 単元『枕草子』、「はしたなきもの」
【知識及び技能】
【思考力、判断力、表現力等】
・随筆の特徴を理解し、当時と現代のもの
の見方、考え方を比較できる。
【学びに向かう力、人間性等】
日記と似た性質をもつ随筆について興味を
もって学習に臨んでいる。

・指導事項
　助動詞について、随筆について
・一人１台端末の活用　等

○

〇

○ ○

○ ○

【知識・技能】
・文語の決まりや作品の歴史的・文化的背景などを理
解している。
【思考力・判断力・表現力等】
・作品や文章に沿って内容を解釈しようとしている。
【主体的に学習に取組む態度】
・古文の学習に興味をもち、物語の展開や話のおもし
ろさを理解しようとしている。

〇

【知識・技能】
・文語の決まりや作品の歴史的・文化的背景などを理
解している。
【思考力・判断力・表現力等】
・作品や文章に沿って内容を解釈しようとしている。
【主体的に学習に取組む態度】
・物語の展開や話のおもしろさを理解しようとしてい
る。

○○

言語文化国語

（１４６組：山﨑）

H 単元「蛇足」、「完璧」
【知識及び技能】
・漢文訓読のきまりを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品や文章の背景をふまえ、内容の解釈
を深めている。
【学びに向かう力、人間性等】
・主体的に学ぶ力や社会生活の充実を図る
態度を涵養する。

・指導事項
　漢文の訓読方法、再読文字
・一人１台端末の活用　等

〇

【知識・技能】
・動詞の活用について理解している。
【思考力・判断力・表現力等】
・作品と他作品を比較し、差異を説明できる。
【主体的に学習に取組む態度】
・古文の学習に興味をもち、物語の展開や話のおもし
ろさを理解しようとしている。

定期考査

領域

評価規準

言語感覚を磨き、言語と文化の関係を理解す
る。

〇

定期考査

１
学
期

【知識・技能】
・歴史的仮名遣いの規則を理解し、活用できる。
【思考力・判断力・表現力等】
・登場人物や文脈を踏まえて主語を判別し、その内容
を理解している。
【主体的に学習に取組む態度】
・古文の学習に興味をもち、物語の展開や話のおもし
ろさを理解しようとしている。

D 単元「ビブリオバトル」
【知識及び技能】
・近代以降の文章の特徴をまとめる。
【思考力、判断力、表現力等】
・近代以降の文章を読み、その特徴と効果
について考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
・ビブリオバトルで紹介された図書に興味
を持ち、自ら読み解こうとしている。

・指導事項
　現代の国語の発表をもとに、紹介され
た作品を読み比べる
・一人１台端末の活用　等

【学びに向かう力、人間性等】

身につけた知識や思考力を用いて進んで表現す
ることによって社会生活の充実を図る。

言語文化

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】 実社会において理解したり表現したりするために必要な語句の習得。

国語 言語文化 2

態

高等学校　言語文化　第一学習社

国語

本文における情報の関係に注意し、主旨や論理展開を的確に捉える。

複数の文章を比較して読み、熱意を持って自分の課題に取り組む。

思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

○ ○ ○

○ ○

○

8○

○

○

6

1

1○ ○

7

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科

〇

定期考査

G 単元『平家物語』「木曽の最期」
【知識及び技能】
・敬語や軍記物語について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・登場人物の最期に対して叙述をもとに心
情や状況をとらえている。
【学びに向かう力、人間性等】
・軍記物語という作品の性質をもとに、興
味をもって学習に臨んでいる。

・指導事項
　古文の敬語、軍記物語について
・一人１台端末の活用　等

B 単元『宇治拾遺物語』「絵仏師良秀」
【知識及び技能】
・古典を読むために必要な文法（動詞）につい
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・文脈を踏まえた読解について理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・これまでの学習を整理し、説話文学の特徴に
ついて理解している。

・指導事項
　用言の活用、翻案作品について
・一人１台端末の活用　等

〇

定期考査

C 単元『伊勢物語』「芥川」
【知識及び技能】
・古典を読むために必要な文法（形容詞・
形容動詞）について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・短歌の解釈を通して物語の深みに触れ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
・歌物語の特徴について理解している。

・指導事項
　用言の活用、歌物語
・一人１台端末の活用　等

F 単元「その子二十」「こころの帆」「古典の
和歌を現代の言葉で書き換える」
【知識及び技能】
・短歌の決まりや表現方法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
・短歌の構成、内容を表現からとらえる。
【学びに向かう力、人間性等】
・近代以降の短歌に興味を持って学習に臨んで
いる。

・指導事項
　近現代の短歌について解釈し、翻訳・
翻案する
・一人１台端末の活用　等

〇



年間授業計画　様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

〇 1

合計

70

〇 7

G　生活圏の調査と地域の展望
【知識・技能】
地理的課題の解決に向けた取り組みや探究する手
法等について理解する。
【思考・判断・表現】
生活圏における地理的諸課題に関して多面的・多
角的に考察し表現する力を養う。
【主体的に学習に取り組む態度】
生活圏の諸問題について、自ら追究し解決しようと
する態度を養う。

・生活圏の調査と地域の展望 【知識・技能】
生活圏の調査を基に、地理的課題の解決に向けた取り組みや
探究する手法などについて理解している。
【思考・判断・表現】
生活圏の地理的課題について、多面的・多角的に考察し、表現
している。
【主体的に学習に取り組む態度】
生活圏の調査と地域の展望について、課題を主体的に追究、
解決しようとしている。

〇 〇 〇 4

３
学
期

F　自然災害と防災
【知識・技能】
日本の自然環境の特色と災害に関する基本的な知
識を身に付ける。
【思考・判断・表現】
日本の地域性を理解し、防災に対して多面的・多角
的に考え、表現する力を養う。
【主体的に学習に取り組む態度】
地震や火山災害、気象災害に対する防災について
主体的に追究し解決しようとする態度を養う。

・日本の自然環境
・地震・津波による災害
・火山災害と防災
・気象災害と防災
・自然災害への備え

【知識・技能】
日本や世界でみられる自然災害について理解し、地理的技能
を身に付けている。
【思考・判断・表現】
地域性を踏まえた防災について、多面的・多角的に考察し、表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
自然環境と防災について、課題を主体的に追究し、解決しようと
している。

〇 〇

定期考査 〇 〇

〇 16

定期考査 ○ ○ 〇 1

〇 16

定期考査 ○ ○ 〇 1２
学
期

D　生活文化の多様性と国際理解
【知識・技能】
世界の人々の生活文化を基に地理的環境の変化
や変容、国際理解を図ることの重要性について理解
する。
【思考・判断・表現】
世界の人々の生活文化の多様性や変容の要因に
ついて多面的・多角的に考察し表現する力を養う。
【主体的に学習に取り組む態度】
生活文化の多様性や国際理解に関する諸課題に
対して主体的に追究し解決しようとする態度を養う。

・歴史的背景と人々の生活
　①ラテンアメリカ
　②サハラ以南アフリカ
　③ロシア
・世界の産業と人々の生活
　①アメリカ合衆国
　②東アジア
　③ヨーロッパ

【知識・技能】
世界の人々の生活文化の多様性や変容について理解してい
る。
【思考・判断・表現】
世界の人々の生活文化について、多面的・多角的に考察し、表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
生活文化の多様性と国際理解について、課題を主体的に追
究、解決しようとしている。

○ ○

E　生活文化の多様性と国際理解
【知識・技能】
地球的課題の共通する傾向性や相互の関連性など
について理解する。
【思考・判断・表現】
地球的課題について、その要因について多面的多
角的に考察し議論する力を養う。
【主体的に学習に取り組む態度】
地球的課題や国際問題について主体的に追究し解
決しようとする態度を養う。

・複雑に絡み合う地球的課題
・地球環境問題
・資源・エネルギー問題
・人口問題
・食料問題
・都市・居住問題

【知識・技能】
地球的課題の共通する傾向性や課題相互の関連性などについ
て大観し理解している。
【思考・判断・表現】
地球的課題について、多面的・多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
地球的課題と国際協力について、課題を主体的に追究、解決し
ようとしている。

〇 〇

定期考査 ○ ○ 〇

13

定期考査 ○ ○ 〇 1

C　生活文化の多様性と国際理解
【知識・技能】
世界の人々の生活文化の多様性と国際理解を図る
ことの重要性について理解する。
【思考・判断・表現】
世界の人々の生活文化の多様性や変容の要因に
ついて多面的・多角的に考察し表現する力を養う。
【主体的に学習に取り組む態度】
生活文化の多様性や国際理解に関する諸課題に
対して主体的に追究し解決しようとする態度を養う。

・世界の地形と人々の生活
・世界の気候と人々の生活
・世界の言語、宗教と人々の生活
　①中央アジア、西アジア、北アフリカ
　②インド

【知識・技能】
世界の人々の生活文化の多様性と国際理解を図ることの重要
性について理解している。
【思考・判断・表現】
世界の人々の生活文化について、多面的・多角的に考察し、表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
生活文化の多様性や国際理解に関する諸課題に対して主体的
に追究し解決しようとしている。

○ ○ ○

態
配当
時数

１
学
期

A  地図と地理情報システム
【知識・技能】
地球のしくみや、地図や地理情報システムの役割や有用
性について理解する。
【思考・判断・表現】
地球と地図や地理情報システムに関する知識をもとに地球
的諸課題に対して多面的・多角的に考察し表現する力を
養う。
【主体的に学習に取り組む態度】
地図や地理情報システムについて、課題を主体的に追
究、解決しようとする態度を養う。

・地球上の位置と時差
・地図の役割と種類

【知識・技能】
地球のしくみや、地図や地理情報システムの役割や有用性につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
地球と地図や地理情報システムに関する知識をもとに地球的諸
課題に対して多面的・多角的に考察し表現する力を養う。
【主体的に学習に取り組む態度】
地図や地理情報システムについて、課題を主体的に追究、解決
しようとしている。

○ ○ ○ 5

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

1

B　結びつきを深める世界
【知識・技能】
現代世界における国家のあり方や国家間の結びつ
きについて理解する。
【思考・判断・表現】
現代世界の地域構成における諸課題について多面
的・多角的に考察し、表現する力を養う。
【主体的に学習に取り組む態度】
現代世界の地域構成における諸課題について主体
的に追究し解決しようとする態度を養う。

・現代世界の国家と領域
・グローバル化する世界

【知識・技能】
現代世界における国家のあり方や国家間の結びつきについて
理解している。
【思考・判断・表現】
現代世界の地域構成に関する諸課題について多面的・多角的
に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
現代世界の地域構成について、課題を主体的に追究、解決しよ
うとしている。

○ ○ ○ 4

地理総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

地理的な事象及び、それに伴う生活文化の多様性
や地球的課題、防災対策などの基本的知識を理解
するとともに、情報を適切に調べ、まとめることができ
る。

地理的な事象に関してその意味や意義、特色や相互
の関連を、位置関係や自然との依存関係、地域性など
に着目して概念などを活用して多面的多角的に考察し
たり、地理的課題への解決に向けて構想し議論するこ
とができる。

よりよい社会の実現に向けて、地理的な諸課題に対
して主体的に考え追究している。

帝国書院　『高等学校新地理総合』

地歴

【 知　識　及　び　技　能 】 現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身
に付ける。
地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念等を活用して多面的・多角的に考察したり、社会に見られる諸課題の解決に向けて構想したりす
る力や、考察、構想したことを効果的に説明する力を養う。
地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会に実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養うとともに、日本国民としての自覚、我が国の国土や歴史
に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚を深める。

（　1～7組：土田　）

地歴 地理総合
地歴 地理総合 2



年間授業計画　新様式例

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：（　１～5組：土井裕貴、　6～7組：山下裕樹子　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

○

1

C 国民国家と明治維新
18世紀以降の欧米の市民革命や、日
本の明治維新や憲法制定などを基
に、国民国家の特徴や社会の変容な
どを多面的・多角的に考察し表現す
ることを通して、立憲体制と国民国
家の形成を理解する。

・明治維新
・日本の産業革命
・帝国主義
・変容する東アジアの国際秩序
・日露戦争と東アジアの変動

【知識・技能】
国民国家と立憲体制について理解している。
【思考・判断・表現】
国民国家の特徴や社会の変容などを多面的・多
角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
国民国家と立憲体制について、課題を主体的に
追究しようとしている。

・市民革命
・国民国家とナショナリズム

【知識・技能】
国民国家と立憲体制について理解している。
【思考・判断・表現】
国民国家の特徴や社会の変容などを多面的・
多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
国民国家と立憲体制について、課題を主体的
に追究しようとしている。

○ ○ ○ 7

7

定期考査
○ ○

定期考査 ○ ○

1

D 近代化と私たち
18世紀後半～19世紀の世界各国の人
口動態や交通などを基に、産業革命
が世界各国に及ぼした影響につい
て、多面的・多角的に考察し表現す
ることを通して、貿易と産業、人口
などの関連性について理解する。

・交通と貿易
・産業と人口
・権利意識と政治参加、国民の義
務
・学校教育
・労働と家族
・移民

【知識・技能】
18世紀後半～19世紀の世界各国の人口や交通
について理解している。
【思考・判断・表現】
産業革命が19世紀の世界各国に及ぼした影響
について多面的・多角的に考察し、表現して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
産業革命が19世紀の世界各国に及ぼした影響
について、課題を主体的に追究しようとして
いる。

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

B 国民国家と明治維新
18世紀以降の欧米の市民革命や、日
本の明治維新や憲法制定などを基
に、国民国家の特徴や社会の変容な
どを多面的・多角的に考察し表現す
ることを通して、立憲体制と国民国
家の形成を理解する。

配当
時数

１
学
期

A 結びつく世界と日本の開国
歴史的な見方や考え方を活用しなが
ら、18世紀のアジア諸国における特
徴や、アジア諸国と欧米諸国との関
係などを多面的・多角的に考察し、
18世紀の世界について理解する。

・18世紀の東アジアにおける社会
と経済
・貿易が結んだ世界と日本
・産業革命
・中国の開港と日本の開国

【知識・技能】
アジア諸国と欧米諸国との関係を理解し、工
業化と世界市場の形成を理解している。
【思考・判断・表現】
アジア諸国と欧米諸国との関係を多面的・多
角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
工業化と世界市場の形成について、課題を主
体的に追究しようとしている。

○ ○ ○ 6

態

○ ○ ○ 7

定期考査

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、
世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉
え、諸資料を活用し、現代的な諸課題の形成に
関わる近現代の歴史を理解する。

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意
義、特色などを事象同士の関連性に着目して、
多面的・多角的に考察し、考察したことを効果
的に説明したり、議論したりする力を養う。

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について、
よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追
究、解決しようとする態度を養い、自国や他国
に対する理解を深める。

【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力等】

地理や歴史に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度を養う
とともに、日本国民としての自覚、我が国の国土や歴史に対する愛情、他国や他国の文化を尊重することの大切
さについての自覚を深める。

歴史総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科 地歴 歴史総合
地歴 歴史総合 2

【 知　識　及　び　技　能 】
現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに、諸資料から様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめる技能を身に付ける。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、概念等を活用して多面的・多角的に考察したり、
社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や、考察、構想したことを効果的に説明する力を養う。

『明解歴史総合』　帝国書院

地歴



10○ ○

F 経済危機と第二次世界大戦
第一次世界大戦後の社会の変容と大
衆社会の形成・社会運動との関連な
どを多面的・多角的に考察し表現す
ることを通して、大衆社会の形成と
社会主義運動の広がりについて理解
する。

・世界恐慌の時代
・ファシズムの伸長と共産主義
・日中戦争への道
・第二次世界大戦の展開と社会
・国際連合と国際経済体制
・占領と戦後改革
・冷戦と東アジア諸国の動向
・日本の独立と日米安全保障条約

【知識・技能】
国際情勢や第二次世界大戦の展開について理
解している。
【思考・判断・表現】
各国の恐慌への対応や国際協調体制の動揺の
要因などを多面的・多角的に考察し、表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
国際社会の一員として、現代の課題との関わ
りを主体的に追究しようとしている。

○

1

10

定期考査

○ ○

２
学
期

○ ○

G 冷戦と世界経済
脱植民地化とアジア・アフリカ諸
国、冷戦下の地域紛争の特徴などを
多面的・多角的に考察し表現するこ
とを通して、国際政治の変容を理解
すること。

・冷戦下の地域紛争と脱植民地化
・東西両陣営の動向
・軍拡競争から緊張緩和へ
・地域連携の形成と展開
・計画経済とその波及
・日本の高度経済成長
・アジアの中の戦後日本

【知識・技能】
脱植民地化とアジア・アフリカ諸国の地域紛争
などを基に、国際政治の変容を理解すること。
【思考・判断・表現】
地域紛争の背景や影響、冷戦が各国の政治に及
ぼした影響などを多面的・多角的に考察し、表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
冷戦下の国際情勢が現代に与えている影響につ
いて、主体的に追究しようとしている。

○

8

定期考査
○ ○ 1

E 総力戦と社会運動
第一次世界大戦の性格と惨禍、社会
主義革命の意味や影響、戦後の国際
協調体制の特徴などを多面的・多角
的に考察し表現することを通して、
総力戦と第一次世界大戦後の国際協
調体制を理解する。

・第一次世界大戦の展開
・ソヴィエト連邦の成立とアメリ
カ合衆国の台頭
・ヴェルサイユ体制とワシントン
体制
・世界経済の変容と日本
・アジアのナショナリズム
・大衆の政治参加と大衆文化

○

【知識・技能】
第一次世界大戦と国際社会について理解して
いる。
【思考・判断・表現】
第一次世界大戦と国際社会について多面的・
多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
第一次世界大戦と国際社会について、課題を
主体的に追究しようとしている。

○ ○

３
学
期

1

合計

70

定期考査
○ ○

10

H 世界秩序の変容と日本
石油危機やアジアの諸地域の経済発
展、市場開放と経済の自由化の特徴
などを多面的・多角的に考察し表現
することを通して、市場経済の変容
について理解すること。

・石油危機
・アジア諸地域の経済発展
・市場開放と経済の自由化
・情報技術革命とグローバリゼー
ション
・冷戦の終結とソ連の崩壊
・第三世界の民主化
・地域統合と地域紛争

【知識・技能】
石油危機や市場開放と経済の自由化などを基
に、市場経済の変容と課題を理解すること。
【思考・判断・表現】
経済の自由化や技術革新の影響などを多面的・
多角的に考察し、表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
経済体制の変化が現代に与えている影響につい
て、主体的に追究しようとしている。

○ ○ ○



年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１
学
期

C 第1章　【数と式】
 1次不等式
【知識及び技能】
　不等式の性質、1次不等式の解を
求めることができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　1次不等式を解く方法を考察する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　1次不等式を問題解決に活用しよ
うとする。

・教科書　高等学校「数学Ⅰ」数
研出版
・一人１台端末の活用
・指導項目
　1次不等式の解き方
　連立不等式の解き方
　絶対値を含む方程式・不等式
　の解き方

【知識・技能】
　1次不等式を解くことができる。
【思考・判断・表現】
　1次不等式の解を数直線に表すことができ
る。また、連立不等式を解くことに活用する
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　様々な問題の条件を不等式で表し、不等式
を解くことで問題を考察し解くことができ
る。

○ ○

【知識・技能】
　単項式と多項式の次数係数を正しく答える
ことができる。
多項式の演算ができる。
【思考・判断・表現】
　分配法則に基づいて展開と因数分解ができ
る。多項式を因数分解された式で表すことが
できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　因数分解を利用し、様々な問題を解くこと
ができる。

○

・教科書　高等学校「数学Ⅰ」数
研出版
・一人１台端末の活用
・指導項目
　有理数、絶対値などの定義の
　確認
　実数への拡張とその利点と必
　要性
　循環小数の表し方
　分母の有理化など、実数の変形

【知識・技能】
　有理数と無理数の区別ができる。
　循環小数を分数で表すことができる。
　絶対値、根号の計算ができる。
【思考・判断・表現】
　分数の分母を有理化し、式の値が求めやす
い形で表すことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　対象式を基本対象式で表し、式の値を求め
ることができる。
　２重根号を外すことができる。

数学科 数学Ⅰ
数学科 数学Ⅰ 3

○ ○

10

（ 1,2,7組：佐村 ）（　3,4組：小菅　）（　5,6組：田草川　）

A 第1章　【数と式】
 式と計算
【知識及び技能】
　2次と3次の乗法公式及び因数分解
の公式を使うことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　式を多面的に捉えたり、適切に変
形したりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　式を適切な形に変えようとしてい
る。

・教科書　高等学校「数学Ⅰ」数
研出版
・一人１台端末の活用
・指導項目
　整式のまとめ方について、展開
と因数分解の定義
次数の下げ方とその利点など

高等学校「数学Ⅰ」数研出版

数学科

【 知　識　及　び　技　能 】数学リテラシーを身に付ける。

論理的思考方法を身に付ける。

数学的な法則や理論背景などを調べようとする態度を身に付ける。

指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

7

数学Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数学における基本的な概念や原理・法則を体系
的に理解するとともに、事象を数学化したり、
数学的に表現・処理したりする技能を身に付け
る。

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事
象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・
発展的に考察する力、簡潔明瞭的確に表現する
力を身に付ける。

数学の良さを認識し、積極的に数学を活用しよ
うとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づ
いて判断しようとする態度と問題解決について
評価・改善しようとする態度を養う。

単元の具体的な指導目標

○

○ ○

○

7

定期考査
○ ○ ○ 1

B 第1章　【数と式】
 実数
【知識及び技能】
　実数で簡単な無理数の四則計算が
できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　式を多面的に捉えたり、適切に変
形したりすることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　数の拡張を知ろうとしている。

10

○

D 第3章 2次関数
【知識及び技能】
　2次関数の値の変化、グラフの特
徴を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　2次関数の式とグラフの関係を多
面的に考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　事象を数学的に捉え、問題を解決
しようとしている。

・教科書　高等学校「数学Ⅰ」数
研出版
・一人１台端末の活用
・指導項目
　関数とグラフの基本
　2次関数のグラフ（平方完成と平
行移動）

【知識・技能】
　関数の定義を理解することができる。
【思考・判断・表現】
　　2次関数のグラフを正しく描くことができ
る。
　2次関数のグラフがどれだけ平行移動してい
るか答えられる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　様々な事象を関数で表し、問題解決に活用
することができる。

○ ○

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科

定期考査
○ ○ ○ 1



○

○

【知識・技能】
　命題の真偽が判断できる。
【思考・判断・表現】
　命題の逆・裏・対偶を述べることができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
　対偶命題を考えることにより、元の命題の
真偽を判断することができる。

○ ○ ○

３
学
期

２
学
期

定期考査
○

定期考査
○ ○

○ 1

1

G 第2章 集合と命題
【知識及び技能】
　集合と命題を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　簡単な命題を証明することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　条件から結論までの証明を理解し
ようとしている。

・教科書　高等学校「数学Ⅰ」数
研出版
・一人１台端末の活用
・指導項目
　集合と要素の定義と表し方
　命題と条件からその証明
　対偶法と背理法による証明

・教科書　高等学校「数学Ⅰ」数
研出版
・一人１台端末の活用
・指導項目
　2次関数の最大・最小の求め方
　2次関数の決定
　2次不等式の解き方 ○ ○

・教科書　高等学校「数学Ⅰ」数
研出版
・一人１台端末の活用
・指導項目
　三角比の定義
　三角比の相互関係
　正弦定理と余弦定理

【知識・技能】
　三角比の値を求められる。
　三角方程式、不等式の解法について理解す
る。
【思考・判断・表現】
　三角比の相互関係を用いて、問題を解くこ
とができる。
　正弦・余弦定理を問題解決に活用すること
ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
空間図形の軽量問題を解くことができる。

○ ○

○ 17

○

○

定期考査
○ ○

13

○ ○

23

【知識・技能】
　2次関数のグラフの概形を式から判断するこ
とができる。
【思考・判断・表現】
　2次関数の定義域に対する地域を求め、最大
値・最小値が求められる。
　2次不等式をグラフを用いて解くことができ
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
様々な問題（最大値・最小値問題など）の条
件を関数で表し、グラフを用いて最大値や最
小値を求めることができる。

105

○ 13

合計

H 第5章　データの分析
データの値と仮説検定の考え方
【知識及び技能】
　データの代表値を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　データを収集、分析、特徴を表現
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　主張の妥当性を判断し、批判的に
考察しようとしている。

・教科書　高等学校「数学Ⅰ」数
研出版
・一人１台端末の活用
・指導項目
　データの整理
　データの代表値
　分散と標準偏差
　仮説検定の考え方

【知識・技能】
　データの代表値を理解し、その値を求めら
れる。
【思考・判断・表現】
　２つの事柄に関係があるか、相関係数を用
いて判断することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　データの代表値を表計算ソフトを用いて、
求めることができる。また問題解決のため
に、それらのデータを活用することができ
る。

1

F 第4章　図形と計量
三角比の定義と拡張
【知識及び技能】
　鋭角の三角比を理解することがで
きる。
【思考力、判断力、表現力等】
　要素間の関係を定理や公式として
導くことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　事象を数学的に捉え問題を解決し
ようとしている。

E 第3章 2次関数
【知識及び技能】
　2次関数の最大値や最小値を導く
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　2次関数の式とグラフの関係を多
面的に考察することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　事象を数学的に捉え、問題を解決
しようとしている。



年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

図形の性質、場合の数と確率についての基本的な概
念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象
を数学化したり、数学的に表現・処理したりする技
能を身に付ける。

図形の構成要素間の関係に着目し、図形の性質を
見つけ、論理的に考察する力や、不確実な事象か
ら、確率の性質に基づいて、事象の起こりやすさ
を判断する力、そして、数学と人間の活動との関
りから数学の構造を見出し、数理的に考察する力
を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数学の良さを認識し、数学を活用しようとする態度と
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする
態度から、問題解決に向けて、評価・改善をしようと
する態度を養う。

態
配当
時数

○ ○ 1

○

1

定期考査 ○ ○ ○ 1

13

B 第1章　【場合の数と確率】
【知識及び技能】
　確率の定義とその基本性質
  様々な条件下の確率の導出方法
【思考力、判断力、表現力等】
　確率を求める方法を多面的に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
　様々な条件下で確率や期待値を基にして意思決
定に活用する。

1

C 第2章　【図形の性質】
【知識及び技能】
　三角形の性質と円の性質
　空間図形の性質
【思考力、判断力、表現力等】
　図形の新たな性質を見出しだし、論理的に考察
する。
　図形の性質や作図について、統合的・発展的に
考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
　図形の性質を見つけたり、与えられた条件の作
図をすることができる。

・教科書　高等学校「数学Ａ」数
研出版
・一人１台端末の活用
・指導項目
　三角形の辺の比
　三角形の外心・内心・重心
　チェバの定理・メネラウス
　の定理

（ 1組：岩城 ） （ 3～6組：佐村 ） （ 2,7組：小菅　）

【知識及び技能】

数学A

高等学校「数学Ａ」数研出版

数学

【 知　識　及　び　技　能 】 数学リテラシーを身に付ける。

論理的思考方法を身に付ける。

数学的な法則や理論背景などを調べようとする態度を身に付ける。

数学 数学A
数学 数学A 2

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科

9

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

１
学
期

A 第1章　【場合の数と確率】
【知識及び技能】
　集合の要素の個数、数え上げの原則
　順列と組合せの考え方と導出方法
【思考力、判断力、表現力等】
　場合の数を求める方法を多面的に考察する。
　確率を求める方法を多面的に考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
　様々な条件下で確率や期待値を下にして意思決
定に活用する。

・教科書　高等学校「数学Ａ」数
研出版
・一人１台端末の活用
・指導項目
　集合の要素の個数
　場合の数
　順列
　組合せ

・教科書　高等学校「数学Ａ」数
研出版
・一人１台端末の活用
・指導項目
　事象と確率
　確率の基本性質
　独立な試行と確率
　条件付き確率
　期待値

【知識・技能】
　確率の基本定期な性質を理解することがで
きる。
【思考・判断・表現】
　独立な施行の確率、反復施行の確率を求め
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　条件付き確率など、複雑な条件下における
確率を求め、期待値を参考に意思決定するこ
とができる。

○ ○ ○

【知識・技能】
　集合とは何かがわかる。
　集合を正しく表現することができる。
【思考・判断・表現】
　２つの集合の和集合、共通集合を正しく表
すことができる。
ド・モルガンの法則を用いることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　様々な順列の総数を求められる。

○ ○

定期考査
○ ○ ○

３
学
期

○ 15

○ 1

D 第2章　【図形の性質】
【知識及び技能】
　三角形の性質と円の性質
　空間図形の性質
【思考力、判断力、表現力等】
　図形の新たな性質を見出しだし、論理的に考察
する。
　図形の性質や作図について、統合的・発展的に
考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
　図形の性質を見つけたり、与えられた条件の作
図をすることができる。

定期考査 ○

・教科書　高等学校「数学Ａ」数
研出版
・一人１台端末の活用
・指導項目
　円に内接する四角形
　円と直線
　２つの円
　作図

【知識・技能】
　円の基本性質を理解することができる。
【思考・判断・表現】
　円周角の定理を用いて、円に内接する四角
形の問題を解くことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　空間図形の問題に平面図形の知識を利用
し、問題を解くことができる。

○ ○

定期考査 ○ ○

70

○ 17

合計

２
学
期

E 第3章　【数学と人間の活動】
【知識及び技能】
　数量や図形と人間の活動との関り
　数学と文化との関り
【思考力、判断力、表現力等】
　数量や図形に関する概念を発展させ、考察す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　目的に応じて、数学を活用することができる。

・教科書　高等学校「数学Ａ」数
研出版
・一人１台端末の活用
・指導項目
　約数と倍数
　素数と素因数分解
　最大公約数・最小公倍数
　整数の割り算
　ユークリッドの互除法
　１次不定方程式
　記数法
　座標の考え方

【知識・技能】
　最大公約数、最小公倍数を求めることがで
きる。
【思考・判断・表現】
ユークリッドの互除法を用いて、大きい数ど
おしの最大公約数を求めることができる。
１０進数を２進数で表すことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　ユークリッドの互除法を利用し、１次不定
方程式を解くことができる。

○ ○

【知識・技能】
　三角形の内心や外心の定義を理解し、その
点を図示することができる。
【思考・判断・表現】
内心、外心の性質を用いて、求値問題を解く
ことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　チェバ・メネラウスの定理を活用し、求値
問題を解くことができる。

○ ○ ○ 11

○ ○定期考査 ○



年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：（　１組　２組　３組　４組　向坪　）（　５組　栗原　）（　６組　７組　田中　）

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

A 第１章　物質の構成
１節物質の成分と構成元素探究

① 物質の成分
② 物質の構成元素

を理解させる

B ２節原子の構造と元素の周期表

① 原子の構造

② 元素の相互関係

を理解させる

C ３節物質と化学結合
① イオンとイオン結合

② 分子と共有結合

を理解させる

D ③ 金属と金属結合

④ 結晶の比較

を理解させる

E 第２章物質の変化
１節物質量と化学反応式

① 原子量・分子量と式量

② 物質量

を理解させる

F ③ 溶解と濃度

④ 化学反応式

⑤ 化学反応と物質量

を理解させる

定期考査

G ２節酸と塩基の反応
① 酸と塩基

② 水素イオン濃度

③ 中和と塩

④ 中和滴定

を理解させる

期末考査

科学リテラシーを身に付ける。

論理的思考方法を身に付ける。【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】 科学的調査方法を身に付ける。

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科 理科 化学基礎
理科 化学基礎 2

「高等学校化学基礎」　啓林館

理科

【 知　識　及　び　技　能 】

定期考査

化学基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら、物質や物質
現象についての基本的な概念や原理・法則などを理
解しているとともに、科学的に探究するために必要
な観察、実験などに関する基本操作や記録などの基
本的な技能を身に付けている。

物質や物質が変化する現象から問題を見いだ
し、見通しをもって観察、実験などを行い、得
られた 結果を分析して解釈し、表現するな
ど、科学的に探究している。

物質や物質が変化する現象に主体的に関わり、
見通しをもったり振り返ったりするなど、科学
的に探究しようとしている。

指導項目・内容 評価規準 知

○ ○

11

・原子の構造
・殻について
・結合論総論

【知識・技能】
原子の構造について理解することができる。
【思考・判断・表現】
原子の構造について考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
授業態度・実験・実習におけるレポートによ
る。

思

1

1

態
配当
時数

○

○

11

○

○○ ○

定期考査 ○

単元の具体的な指導目標

【知識・技能】
イオンの生成とイオン結合について理解するこ
とができる。
【思考・判断・表現】
化学結合の特徴について考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
授業態度・実験・実習におけるレポートによ
る。

○ ○

○

。

・イオンの生成
・イオン結合
・共有契合
・分子式・組成式・構造式

○

１
学
期

・空気の成分
・物質の分離
・元素
・原子の構造

【知識・技能】
物質の構成について理解することができる。
【思考・判断・表現】
物質の構成について考えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
授業態度・実験・実習におけるレポートによ
る。

○ ○

○

・金属結合
・金属の性質
・結合による結晶の特徴

【知識・技能】
金属結合と結晶について理解することができ
る。
【思考・判断・表現】
結晶と化学結合の性質について考えることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
授業態度・実験・実習におけるレポートによ
る。

○

定期考査

【知識・技能】
物質量について理解することができる。
【思考・判断・表現】
原子量と同位体天然存在比の関係について考え
ることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
授業態度・実験・実習におけるレポートによ
る。

・原子の相対的質量
・原子量
・分子量・式量
・物質量の概念
・物質量・質量・気体の体積の変換

２
学
期

３
学
期

・質量パーセント濃度
・モル濃度
・質量％濃度とモル濃度の変換
・化学反応式を書く
・反応式と物質量の関係

【知識・技能】
物質量と濃度について理解することができる。
【思考・判断・表現】
化学反応式の量的関係について考えることがで
きる。
【学びに向かう力、人間性等】
授業態度・実験・実習におけるレポートによ
る。

○ ○

・酸塩基の定義
・酸塩基の強弱と価数
・水素イオン濃度
・中和反応
・中和滴定

【知識・技能】
酸・塩基とそれぞれの性質について理解するこ
とができる。
【思考・判断・表現】
中和の条件(濃度・価数・強弱など)について考
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
授業態度・実験・実習におけるレポートによ
る。

○ ○

○

○

○

1

12

○ ○

70

○

合計

19

1

○

12○ ○ ○

1



年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

高等学校 令和7年度（１学年用） 教科 理科 生物基礎
理科 生物基礎 2

（１,2,3,4,5,6組：岡本）（7組：佐藤友）

「生物基礎」　実教出版

理科

【 知　識　及　び　技　能 】 科学リテラシーを身に付ける。

論理的思考方法を身に付ける。

科学的調査方法を身に付ける。

生物基礎

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】
日常生活や社会との関連を図りながら、生物や生物現象に
ついての基本的な概念や原理・法則などを理解していると
ともに、科学的に探究するために必要な観察、実験などに
関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けてい
る。

生物や生物現象から問題を見いだし、見通しを
もって観察、実験などを行い、得られた 結果を
分析して解釈し、表現するなど、科学的に探究
している。

生物や生物現象に主体的に関わり、見通しを
もったり振り返ったりするなど、科学的に探究
しようとしている。

1

B 第2章　遺伝子とそのはたらき
【 知識及び技能 】
遺伝情報を含む物質であるDNAの構造につ
いて理解する。
遺伝情報の複製と分配を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
遺伝情報の発現の過程について、その必
要性を考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
実験・実習による器具や材料を適切に使
用し、自身が立てた仮説を探究する。

□教科書、および補助教材を利用し
た授業形式
　遺伝情報を含む物質-DNA，DNAの構
造。遺伝情報の複製，遺伝情報の分
配
　遺伝情報とタンパク質，タンパク
質の合成，分化した細胞の遺伝子発
現，遺伝情報と遺伝子，ゲノム
□実習
　コドン表を用いて遺伝暗号を解い
てみる。

【知識・技能】
さまざまな生命現象にはタンパク質が関わっ
ていることを理解する。
【思考・判断・表現】
あ塩基の相補性など、ＤＮＡの構造の特徴を
見出すことができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
遺伝情報の複製と分配に関心をもち、主体的
に学習に取り組める。

○ ○ ○ 11

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

１
学
期

A 第1章　生物の特徴
【 知識及び技能 】
生物の多様性と共通性及び代謝に
ついて理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
生物の共通性と多様性は，生物の
進化の結果であることや、生物が
利用するエネルギーが太陽光に由
来することに気付く。
【学びに向かう力、人間性等】
顕微鏡観察の基本操作やスケッチ
の手法について理解を深める。

□教科書、および補助教材を利用
した授業形式
　生物には共通性と多様性
　生命活動とエネルギーの関り
　細胞の生命活動とATP
　呼吸や光合成とATP
　酵素の特性
□実験・実習
　顕微鏡観察及びスケッチ

【知識・技能】
生物の共通性における細胞の構成とATPの合
成と活用の仕組みについて理解している。
顕微鏡を正しい手順で使うことができる。
【思考・判断・表現】
生物が多様でありながら共通性をもっている
ことを説明することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
代謝と酵素の関係に関心をもち、主体的に学
習に取り組める。

○ ○ ○ 11

定期考査 ○ ○

定期考査 ○ ○

○ ○

1

1

２
学
期

C 第3章　ヒトの体内環境の維持
【知識及び技能】
体内の情報伝達と調節、体内境の維持の
しくみ及び免疫について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
 免疫のシステムについて理解し、医療と
の結びつきについて考える。
【学びに向かう力、人間性等】
インターネットを利用した検索学習に
よって日常生活と学習内容の結びつきを
発見する。

□教科書、および補助教材を利用
した授業形式
　ホルモンと自律神経のはたらき
　自然免疫，適応免疫
□実習
　インターネットを利用した検索
学習

【知識・技能】
恒常性により、体内環境が保たれていること
を理解させる。
【思考・判断・表現】
ヒトの体液濃度とホルモンの関係を説明する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
ヒトの身近な免疫疾患に関心をもち、主体的
に学習に取り組める。

○ ○ ○ 12

定期考査

D 第4章　生物の多様性と生態系
生態系と生物の多様性
【知識及び技能】
世界各地には，多様なバイオームが成
立していることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
遷移の結果として森林へ変化する理由
を考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
インターネットを利用した検索学習に
よって日本がなぜ多数のバイオームを
もつ国であるかを発見する。

□教科書、および補助教材を利用
した授業形式
 植生，植生の遷移
 植生の分布とバイオーム
　バイオームの成立
□実習
　インターネットを利用した検索
学習

【知識・技能】
植生は不変ではないことを理解する。
【思考・判断・表現】
気温や降水量の違いにより、地球上には多く
のバイオームが成立していることを説明する
ことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
バイオームについて関心をもち、主体的に学
習に取り組める。

○ ○ ○

定期考査

合計

70

○ 19

1
定期考査

○ ○

1

12

３
学
期

E 生態系のバランスと保全
【知識及び技能】
生態系の成りたちを理解する。
生態系がもつ復元力について理解する
【思考力、判断力、表現力等】
人間活動が生態系に及ぼす影響につい
て及び、生態系の保全の重要性につい
て考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
インターネットを利用した検索学習に
よって日本における生態系の取り組み
について調べ、その有用性を理解す
る。

□教科書、および補助教材を利用
した授業形式
　生態系の成りたち，生態系と種
多様性，生物どうしのつながり生
態系のバランス，人間の活動と生
態系，生態系の保全
□実習
　インターネットを利用した検索
学習

【知識・技能】
生態系のバランスについて理解する。
【思考・判断・表現】
生活排水の流入による生物の個体数と水質の
変化のグラフをもとに、自然浄化のしくみを
考察し、説明できる。
【学びに向かう力、人間性等】
生態系の保全の重要性について認識し、主体
的に学習に取り組める。

○ ○

○ ○



年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ 現代高等保健体育　大修館書店 ）

教科 の目標：

科目 の目標：

13

配当
時数

知 思

〇

・個人の課題のみならず社会全体の課題として
とらえる視野が持てている

指導項目・内容 評価規準

　単元　『現代社会と健康』

個人・現代社会における健康問題の
理解を深める。また、健康課題に関
わる事象や情報から課題を発見し、
解決方法を考え適切な方法を選択し
表現することができるようにする。

期末考査

12

〇

10

　　単元　『現代社会と健康』

個人・現代社会における健康問題の
理解を深める。また、健康課題に関
わる事象や情報から課題を発見し、
解決方法を考え適切な方法を選択し
表現することができるようにする。

・薬物乱用と健康

・精神疾患の特徴
・精神疾患の予防
・精神疾患からの回復

・現代の感染症
・感染症の予防
・性感染症、エイズとその予防

・健康に関する意思決定、行動選
択
・健康に関する環境づくり

　　単元　『安全な社会生活』

安全な社会生活に関わる事象や情報
から課題を発見し、自他や社会の危
険の予測を基に、危険の回避、傷害
の悪化防止などの方法を選択し、そ
れらを説明することができるように
する。

・事故の現状と発生要因

・安全な社会の形成

・交通における安全

・応急手当の意義とその基本

・日常的な応急手当

・心肺蘇生法

【知識及び技能】
我が国の健康問題について、理解したことを
言ったり書いたりしている。
　
【思考力、判断力、表現力等】
我が国の健康課題など、理解したことを整理
し、道筋を立てて説明したり、ノートなどに
記述したりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
我が国の健康問題について、課題の解決に向
けた学習に主体的に取り組もうとしている。

知識及び技能】
我が国の健康問題について、理解したことを
言ったり書いたりしている。
　
【思考力、判断力、表現力等】
我が国の健康課題など、理解したことを整理
し、道筋を立てて説明したり、ノートなどに
記述したりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
我が国の健康問題について、課題の解決に向
けた学習に主体的に取り組もうとしている。

〇

〇 〇

〇 〇 〇

〇

〇

３
学
期

期末考査

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科 保健体育 保健
保健体育 保健 1

〇

２
学
期

〇

〇

保健

【知識及び技能】

35

合計

期末考査 〇 〇 〇

１
学
期

単元の具体的な指導目標

自他や社会の課題を発見し，その解決を目指した活動を通して，現代社会と健康について理解する

【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

・自他の健康課題を把握できている
・課題解決の方法を実践できる技能が定着して
いる
・疾病予防の知識が理解できている

・疾病のリスク軽減、生活の質の向上、健康を
支える環境づくりについて科学的に思考できて
いる
・事象を判断し総合的にとらえることができて
いる

・健康の考え方と成り立ち

・私たちの健康のすがた

・生活習慣病の予防と回復

・がんの原因と予防

・がんの治療と回復

・運動と健康

・食事と健康

・休養、睡眠と健康

・喫煙と健康

・飲酒と健康

【知識及び技能】
我が国の健康問題について、理解したことを
言ったり書いたりしている。
　
【思考力、判断力、表現力等】
我が国の健康課題など、理解したことを整理
し、道筋を立てて説明したり、ノートなどに
記述したりしている。

【主体的に学習に取り組む態度】
我が国の健康問題について、課題の解決に向
けた学習に主体的に取り組もうとしている。

〇

〇

個人及び社会生活における健康・安全に関する内容について科学的に思考・判断し，総合的に捉えることができるようにする

態

（7組：鎌田）

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】

（1組：小林）

【思考力、判断力、表現力等】
疾病等のリスクの軽減，生活の質の向上，健康を支える環境づくりなどと，解決方法を関連付けて考え，適切な方
法を選択し，それらを説明することができるようにする。

（2組：小林） （3組：小林） （4組：鈴木） （5組：鈴木） （6組：鎌田）



年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

Ｂ　バスケットボール(男子)
基本的な個人技能やルールを習得し連
係プレーやゲームができるようになる

・ドリブル
・パス各種
(1対1、三角パス、ﾗﾝﾆﾝｸﾞﾊﾟｽ)
・シュート(ｾｯﾄ･ﾚｲｱｯﾌﾟ）
・3対3
・ゲーム

【知識・技能】
安定したボール操作や状況判断、空間を作る、使うなどの動きを
ゲームなどで行うことができる。
【思考・判断・表現】
チームでの作戦を、話し合い、考えを仲間に伝えることで皆が納得
することができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
安全に留意し、フェアプレーを大切にしてゲームができた。

〇 〇

【知識・技能】
安定したディスク操作や状況判断、空間を作る、使うなどの動きを
ゲームなどで行うことができる。
【思考・判断・表現】
チームでの作戦を、話し合い、考えを仲間に伝えることで皆が納得
することができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
安全に留意し、フェアプレーを大切にしようとしゲームができた。

〇

9〇〇〇

【知識・技能】
安定したディスク操作や状況判断、空間を作る、使うなどの動きを
ゲームなどで行うことができる。
【思考・判断・表現】
チームでの作戦を、話し合い、考えを仲間に伝えることで皆が納得
することができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
安全に留意し、フェアプレーを大切にしようとしゲームができた。

・キャッチ
・ﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞｽﾛｰ,ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞｽﾛｰ
・ｶｰﾌﾞｽﾛｰ,ｱｯﾌﾟｻｲﾄﾞﾀﾞｳﾝｽﾛｰ
・パス,ﾐｰﾄ,ｷｬｯﾁｱｯﾌﾟ
・ゲーム

Ｃ　アルティメット（女子）
基本的な個人技能とルールを身に付け
ゲームができるようになる

〇 8

・水中歩行
・バタ足
・クロールのストローク
・平泳ぎのキック
・平泳ぎのストローク
・コンビネーション

9

Ｈ　水泳
クロール、平泳ぎのキック、ストロー
ク、コンビネーションを再確認する。

〇 〇

【知識・技能】
安定したボール操作や状況判断、空間を作る、使うなどの動きを
ゲームなどで行うことができる。
【思考・判断・表現】
チームでの作戦を、話し合い、考えを仲間に伝えることで皆が納得
することができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
安全に留意し、フェアプレーを大切にしてゲームができた。

〇

〇

Ｉ　体ほぐし
・オリエンテーション
・体力を総合的に高める運動およ
び今後のスポーツの基礎となる走･
跳･投の各運動を行う。

9

Ｇ　ダンス
基本の動作パターンに習熟する。

〇 〇

２
学
期

Ａ　アルティメット（男子）
基本的な個人技能とルールを身に付け
ゲームができるようになる

・キャッチ
・ﾊﾞｯｸﾊﾝﾄﾞｽﾛｰ,ﾌｫｱﾊﾝﾄﾞｽﾛｰ
・ｶｰﾌﾞｽﾛｰ,ｱｯﾌﾟｻｲﾄﾞﾀﾞｳﾝｽﾛｰ
・パス,ﾐｰﾄ,ｷｬｯﾁｱｯﾌﾟ
・ゲーム

１
学
期

配当
時数

〇

9

Ｄ　バスケットボール(女子)
基本的な個人技能やルールを習得し連
係プレーやゲームができるようになる

【知識・技能】
リズムの特徴を強調して全身で自由に踊ることができた。
【思考・判断・表現】
学習した知識や技能を表現や作品創作に適用したり、応用し
たりすることができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に取り組み、役割を積極的に引き受け、グループ活動
に貢献しようとすることができた。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

Ａ　バレーボール（男子）
基本的な個人技能やルールを習得し連
係プレーや簡易ゲームができるように
なる

・オーバーハンドパス
・アンダーハンドパス
・サービス
・パスゲーム
・トス＆スパイク
・簡易ゲーム

【知識・技能】
役割に応じたボール操作や状況に応じたボール操作をゲームで行う
ことができた。
【思考・判断・表現】
よりよいマナーやプレーができ、安全に配慮し自分やチームの活動
を振り返るとともに仲間に提案することができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
安全に留意し、フェアプレーを大切にしようとしゲームができた。

〇 〇

Ｅ　柔道
受け身を身に付け安全に練習ができる
ようなる

・礼法
・足さばき
・受け身（前・横・後ろ）
・前回り受け身
・支え釣り込み足
・出足払い

【知識・技能】
武道を学ぶことの意義、柔道の礼法や技の名称とそれらを身に付けるポイントを
理解することができた。
【思考・判断・表現】
練習などから練習の成果や改善すべきポイントとその理由を伝え、課題解決に有
効な練習を選択、実施できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
自他の課題に応じた練習方法を選択するなど、柔道の学習に主体的に取り組み伝
統的な行動の仕方を大切にしようと積極的に取り組むことができた。

9

〇

・ドリブル
・パス各種
(1対1、三角パス、ﾗﾝﾆﾝｸﾞﾊﾟｽ)
・シュート(ｾｯﾄ･ﾚｲｱｯﾌﾟ）
・3対3
・ゲーム

9

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科

【 知　識　及　び　技　能 】

〇 〇 〇

【知識・技能】
武道を学ぶことの意義、柔道の礼法や技の名称とそれらを身に付けるポイントを
理解することができた。
【思考・判断・表現】
練習などから練習の成果や改善すべきポイントとその理由を伝え、課題解決に有
効な練習を選択、実施できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
自他の課題に応じた練習方法を選択するなど、柔道の学習に主体的に取り組み伝
統的な行動の仕方を大切にしようと積極的に取り組むことができた。

現代高等保健体育　大修館書店

Ｂ　サッカー（男子）
基本的な個人技能及び連係プレーを習
得し、また基本的なルールを理解し
ゲームができるようになる

体育

【知識及び技能】

Ｆ　剣道
竹刀・防具の扱い、基本動作に習熟し
安全に練習ができるようになる。

〇

保健体育 体育
保健体育 体育 3

運動特性に応じた技能など及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身に付けるようにする。

8

【知識・技能】
各種泳法を理解し、手足バランスを保ち長く又は早く泳ぐことがで
きた。
【思考・判断・表現】
選択した泳法に浮いて、動きを分析し、良い点や修正点を指摘でき
た。
【主体的に学習に取り組む態度】
安全に配慮し自他の違いに応じた課題や挑戦を大切にしようとする
ことができた。

9

〇

〇

（1組：小林・鎌田・鈴木・酒井・横山）

保健体育

【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽し
さや喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を豊か
に継続することができるようにするため、運動の多
様性や体力の必要性について理解するとともに、そ
れらの技能を身に付けるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を
発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断
するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝
える力を養う。

運動における競争や共同の経験を通して、公正に取り組
む、互いに協力する、自己の責任を果たす、参画する、
一人一人の違いを大切にしようとするなどの意欲を育て
るとともに、健康・安全を確保して、生涯にわたって継
続して運動に親しむ態度を養う。

（7組：小林・鎌田・鈴木・柳澤・横山）

（4組：小林・鎌田・鈴木・酒井・横山）（3組：小林・鎌田・鈴木・酒井・横山）（2組：小林・鎌田・鈴木・酒井・横山）

態

〇

・ボールキャリー
・パス・トラップ
・ドリブル
・シュート
・1対1,2対1,3対2,3対3…
・簡易ゲーム

【知識・技能】
安定したボール操作や状況判断、空間を作る、使うなどの動きを
ゲームなどで行うことができる。
【思考・判断・表現】
チームでの作戦を、話し合い、考えを仲間に伝えることで皆が納得
することができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
安全に留意し、フェアプレーを大切にしようとしゲームができた。

〇 〇 〇

〇 〇

〇 〇

・基本姿勢
・各身体パーツの動かし方
（頭・首・胸・腰・肩・腕・手・
腿・脛・足）
・各身体パーツのコンビネーショ
ン

・ストレッチング
・スタートダッシュ
・各種跳躍運動
・ハンドボール投げ
・体重を使った筋力トレーニング
（腕立て伏せ等）

【知識・技能】
各種の動作を行い、体の調子に気付いたり関わりあったりできた。
【思考・判断・表現】
各種の動作で自他の危険を回避し、安全に留意する活動方法を提案
できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
一人一人の違いに応じた動きを大切に、主体的に取り組もうとし
た。

〇 〇

（5組：小林・鎌田・鈴木・柳澤・酒井・横山）

（6組：小林・鎌田・鈴木・柳澤・酒井・横山）

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

・防具のつけ方
・構え
・素振り
面うち、胴打ち、籠手打ち
・足さばき



Ｄ　サッカー（女子）
基本的な個人技能及び連係プレーを習
得し、また基本的なルールを理解し
ゲームができるようになる

Ｃ　バレーボール（女子）
基本的な個人技能やルールを習得し連
係プレーや簡易ゲームができるように
なる

３
学
期

137

合計

Ｂ　柔道
習得した受け身を使って安全に投げ
技練習ができるようなる。
様々な固め技を身に付ける。

〇

２
学
期

〇

Ｄ　ダンス
創作ダンスの発表会

〇 〇

【知識・技能】
役割に応じたボール操作や状況に応じたボール操作をゲームで行う
ことができた。
【思考・判断・表現】
よりよいマナーやプレーができ、安全に配慮し自分やチームの活動
を振り返るとともに仲間に提案することができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
安全に留意し、フェアプレーを大切にしようとしゲームができた。

10

〇

・クロールのコンビネーション
・平泳ぎのコンビネーション
・ターンの方法
・平泳ぎ→クロールの個人メド
レー

【知識・技能】
各種泳法を理解し、手足バランスを保ち長く又は早く泳ぐことがで
きた。
【思考・判断・表現】
選択した泳法に浮いて、動きを分析し、良い点や修正点を指摘でき
た。
【主体的に学習に取り組む態度】
安全に配慮し自他の違いに応じた課題や挑戦を大切にすることがで
きた。

〇

〇 〇

【知識・技能】
　姿勢と接地について理解できる。腕振りと呼吸について理
解できる。
【思考・判断・表現】
適切なペース配分を知り、自己の持久力を評価できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
毎時間の記録目標の設定。パートナーとの相互評価を実施す
る。単元終了後の振り返り。

Ｈ　水泳
クロール、平泳ぎのキック、ストロー
ク、コンビネーションを再確認し、平
泳ぎ→クロールのメドレーを行う

9〇

9

9

8

・受け身各種
・大内刈、大外刈
・大腰、釣込腰、払い腰
内股
・体落し、背負投げ、一本背負
・各技の打ち込み練習

【知識・技能】
武道を学ぶことの意義、柔道の礼法や技の名称とそれらを身に付けるポイントを
理解することができた。
【思考・判断・表現】
練習などから練習の成果や改善すべきポイントとその理由を伝え、課題解決に有
効な練習を選択、実施できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
自他の課題に応じた練習方法を選択するなど、柔道の学習に主体的に取り組み伝
統的な行動の仕方を大切にしようと積極的に取り組むことができた。

〇 〇

〇

〇〇〇

【知識・技能】
安定したボール操作や状況判断、空間を作る、使うなどの動きを
ゲームなどで行うことができる。
【思考・判断・表現】
チームでの作戦を、話し合い、考えを仲間に伝えることで皆が納得
することができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
安全に留意し、フェアプレーを大切にしようとしゲームができた。

・ボールキャリー
・パス・トラップ
・ドリブル
・シュート
・1対1,2対1,3対2,3対3…
・簡易ゲーム

・ルール/競技方法の確認
・基本的技能の復習
・対人技能/集団技能の復習
・ゲーム 〇 〇 〇

【知識・技能】
安定したボール操作や状況判断、空間を作る、使うなどの動きをゲームなどで行
うことができる。
【思考・判断・表現】
体力や技能の程度などを配慮して仲間とともに楽しむための練習やゲームを工夫
する事ができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
自他の違いに応じた課題や挑戦を認め、仲間への助言することで信頼関係を深
め、互いに高めあうことができた。

【知識・技能】
武道を学ぶことの意義、柔道の礼法や技の名称とそれらを身に付けるポイントを
理解することができた。
【思考・判断・表現】
練習などから練習の成果や改善すべきポイントとその理由を伝え、課題解決に有
効な練習を選択、実施できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
自他の課題に応じた練習方法を選択するなど、柔道の学習に主体的に取り組み伝
統的な行動の仕方を大切にしようと積極的に取り組むことができた。

〇

〇

〇

Ｅ　サッカー/バスケットボール
（球技大会種目の練習）

・基本動作の組み合わせ
・感情表現
・情景描写
・グループ編成
・創作の打合せ

【知識・技能】
リズムの特徴を強調して全身で自由に踊ることが出来た。
【思考・判断・表現】
学習した知識や技能を表現や作品創作に適用したり、応用し
たりすることが出来た。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に取り組み、役割を積極的に引き受け、グループ活動
に貢献することが出来た。

〇

Ｇ　ダンス
基本の動作パターンの組み合わせ
や応用動作に習熟すし、情景表現
や感情表現ができるようにする。
グループでテーマを設定しダンス
の創作を行う。

・受け身各種
・抑え技（袈裟固め、横四方固
め。上四方固め、肩固め）
・連続技
・自由練習
・試合

Ｅ　柔道
習得した受け身を使って安全に投げ
技練習ができるようなる
様々な足技、腰技、手技を身に付ける

Ａ　持久走
自己の心肺能力を知り、長い時
間、長い距離を自分に適したペー
スで走り続けられるようになる。

【知識・技能】
リズムの特徴を強調して全身で自由に踊ることができた。
【思考・判断・表現】
学習した知識や技能を表現や作品創作に適用したり、応用し
たりすることができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に取り組み、役割を積極的に引き受け、グループ活動
に貢献することができた。

〇

〇 〇

8

【知識・技能】
武道を学ぶことの意義、柔道の礼法や技の名称とそれらを身に付けるポイントを
理解することができた。
【思考・判断・表現】
練習などから練習の成果や改善すべきポイントとその理由を伝え、課題解決に有
効な練習を選択、実施できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
自他の課題に応じた練習方法を選択するなど、柔道の学習に主体的に取り組み伝
統的な行動の仕方を大切にしようと積極的に取り組むことができた。

〇 〇 〇

〇

5

〇

Ｆ　剣道
基本動作に習熟し安全に練習ができる
ようになる。
切り返し技や連続技ができるようにな
る。

・素振り
・打ち込み
（面・胴・籠手）
・切り返し技
（籠手･面、面･胴，同･籠手）
・連続技

【知識・技能】
武道を学ぶことの意義、柔道の礼法や技の名称とそれらを身に付けるポイントを
理解することが出来た。
【思考・判断・表現】
練習などから練習の成果や改善すべきポイントとその理由を伝え、課題解決に有
効な練習を選択、実施できた。
【主体的に学習に取り組む態度】
自他の課題に応じた練習方法を選択するなど、柔道の学習に主体的に取り組み伝
統的な行動の仕方を大切にしようと積極的に取り組むことが出来た。

〇 〇

〇

Ｃ　剣道
基本動作・応用動作に習熟し、打ち合
いや試合が安全にできるようになる。

・打ち込み
（面・胴・籠手）
・切り返し技
（籠手･面、面･胴，同･籠手）
・連続技
・試合

・オーバーハンドパス
・アンダーハンドパス
・サービス
・パスゲーム
・トス＆スパイク
・簡易ゲーム

・正しいランニングフォームの習
得
・適切な腕振りと呼吸法
・1500ｍ/2000ｍのペース走
・1500ｍ/2000ｍの計測
・シャトルラン

・音楽に合わせたパート練習
・全体の通し練習
・発表会
・相互評価



年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[
発

]
書

○ ○ 1
定期考査

〇 〇 〇

○ ○ ○ 6

D 単元Lesson 4
【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりや
すく伝えることができるようにさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に
伝えようとする態度を養う。

したことがあること・ないことにつ
いて話す。
現在完了と現在完了進行形を使い、
すでに～している、今までに～した
ことがある、今までにずっと～して
いると伝える。 〇 〇 ○

【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりやすく伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に伝えよ
うとする態度が見られる。

○ ○ ○ 6

C 単元Lesson 3
【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりや
すく伝えることができるようにさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に
伝えようとする態度を養う。

自分の予定を話す・相手の予定をた
ずねる。
Will、Be going to (do)、When/Ifを
使い、～します・するだろう、～す
るつもりだ・しそうだ、～したら・
もし～なら等と未来の想定を伝え
る。

○ 〇 〇 〇

【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりやすく伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に伝えよ
うとする態度が見られる。

○ ○ 1
定期考査

〇 〇 〇

6

B 単元Lesson 2
【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりや
すく伝えることができるようにさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に
伝えようとする態度を養う。

休日にしたことを説明する。
過去形、過去進行形、used to (do)
を使い、あの時～だった、あの時～
している最中だった、昔はよく～し
たものだと伝える。

〇 〇

評価規準 知

【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりやすく伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に伝えよ
うとする態度が見られる。

○ ○ ○

○ ○ ○ 5

思 態

配
当
時
数

○

【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりやすく伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に伝えよ
うとする態度が見られる。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

〇

１
学
期

A 単元Lesson 1
【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりや
すく伝えることができるようにさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に
伝えようとする態度を養う。

自分のことを伝え、相手のことをた
ずねる。
現在形、現在進行形を使い、今は～
だ、いつも～する、今～している最
中だと伝える。

○ 〇 〇

書くこと、話すことに重きを置いたコミュニ
ケーション能力習得に向け、基礎となる文法の
知識や技術を育成する。

文法ごとに場面設定を行い、最適な英語でコ
ミュニケーションを行うために必要な思考力・
判断力・表現力を育成する。

様々な人とペアワークを行うことで、多様性へ
の享受力を高めていくとともに、協働的に学び
を進められる力を養う。

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科 外国語 論理・表現Ⅰ
外国語 論理・表現Ⅰ 2

（1-6組：島澤・平田・吉田） （7組：島澤・吉田）

Harmony English Logic and ExpressionⅠ いいずな書店

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】英語によるコミュニケーション及び表現活動を行うための基礎となる知識やスキルを育成する。

英語でコミュニケーション及び表現活動を行うために必要な思考力・判断力・表現力を育成する。

異文化や外国語に対する興味関心を高め、国際社会に役立つ人間性を育む。

論理・表現Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】



合計

70

〇 ○ ○ ○ 1

○

【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりやすく伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に伝えよ
うとする態度が見られる。

○ 9

H 単元Lesson 13
【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりや
すく伝えることができるようにさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に
伝えようとする態度を養う。

トラブルの相談をする。
～を…してもらう、～が…している
のを見る・聞くと伝える。～すると
き・しながらと文に情報を加える。

〇 〇 ○ ○ ○ 9

○ ○〇 〇

【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりやすく伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に伝えよ
うとする態度が見られる。

定期考査
〇 〇

３
学
期

I 単元Lesson 11, 12
【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりや
すく伝えることができるようにさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に
伝えようとする態度を養う。

するのが好きなこと・きらいなこと
について話す。変った生き物などに
ついて説明する。
～することは…と伝える。～が…す
ることと伝える。～している名詞、
～された名詞と伝える。 ○ 〇

２
学
期

定期考査
〇 〇

H 単元Lesson 10
【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりや
すく伝えることができるようにさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に
伝えようとする態度を養う。

あるもの。人によって可能になるこ
とについて話す。
不定詞を使って、人に～してほし
い・させてあげる・してもらうと伝
える。～が…するのを見たと伝え
る。 〇

定期考査
〇 〇

E 単元Lesson 5, 6
【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりや
すく伝えることができるようにさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に
伝えようとする態度を養う。

してもよいこと・してはいけないこ
とを伝える。あるできごとについて
推測する。
Can、must, shouldを使い、～でき
る、～しなければならない・すべき
と伝える。～かもしれない、～にち
がいない、～したかもしれないと伝
える。

○ 〇

○ ○ 6○

【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりやすく伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に伝えよ
うとする態度が見られる。

○〇

G 単元Lesson 8, 9
【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりや
すく伝えることができるようにさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に
伝えようとする態度を養う。

これからしたいことについて話す。
足りない情報を補う・説明を付け加
える。
不定詞を使って、～することは…
だ、～したいと伝える。～すべき・
～するためにと説明を付け加える。 ○ 〇 〇

F 単元Lesson 7
【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりや
すく伝えることができるようにさせ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に
伝えようとする態度を養う。

さまざまなものを紹介する。
受動態を使って、～されると伝え
る。～されたことについて尋ねる。
～で…されると伝える。

〇

〇 ○ ○ 1

○ 1

6〇

【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりやすく伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に伝えよ
うとする態度が見られる。

○ ○ ○

〇 ○

○

〇

【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりやすく伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に伝えよ
うとする態度が見られる。

○ ○ ○ 6

〇 ○

【知識及び技能】
取扱う文法項目について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の経験や考えを聞き手にわかりやすく伝
えることができる。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の経験や考えを聞き手に積極的に伝えよ
うとする態度が見られる。

○ ○ 6

〇



年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数：３ 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[
発

]
書

（1・2組：吉田） （3・6・7組：松本）

外国語
外国語 英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ高等学校 令和７年度（１学年用） 教科

（4・5組：島澤）

「Power on English CommunicationⅠ」東京書籍

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】英語によるコミュニケーション及び表現活動を行うための基礎となる知識やスキルを育成する。

英語でコミュニケーション及び表現活動を行うために必要な思考力・判断力・表現力を育成する。

異文化や外国語に対する興味関心を高め、国際社会に役立つ人間性を育む。

英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

　4技能を活用した英語によるコミュニケーショ
ンを行うための基礎となる知識やスキルを育成
する。

話す力や書く力など、コミュニケーションに必
要な力を向上させる。

学習を通して異文化や外国語に対する興味関心
を高める。

〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

〇

思 態

配
当
時
数

評価規準 知

１
学
期

A Lesson 1
【知識及び技能】
側注・脚注の語彙や，言語材料を理解し、
その理解を基に、主題について書かれた文
章を読み取る技能を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
各Part本文の内容を読み取り、概要や要点
を把握し、学習した語句や文法事項を用い
て自分の意見を話したり／書いたりできる
ようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
理解を深めるために、各Part本文の内容を
読み取り、概要や要点を把握しようとして
いる。学習した語句や文法事項を用いて、
自分の意見を話したり／書いたりしようす
る態度を養う。

［題材内容］
外国からの観光客に人気の体験型
ツーリズムを紹介するALTの話
［言語材料］
動詞の現在形・過去形，進行形，助
動詞＋動詞の原形
［言語の働き］
質問する，説明する，発表する
過去形・現在形・未来を表す表現／
現在完了／現在進行形／命令文(レシ
ピ)
朝食の大切さ，理想的な朝食

〇

〇

【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を理解し、
その理解を基に、主題について書かれた文章
を読み取る技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概要や要点
を把握し、学習した語句や文法事項を用いて
自分の意見を話したり／書いたりできる。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文の内容を
読み取り、概要や要点を把握しようとしてい
る。学習した語句や文法事項を用いて、自分
の意見を話したり／書いたりしようする態度
が見られる。

○ ○ ○ 9

【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を理解し、
その理解を基に、主題について書かれた文章
を読み取る技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概要や要点
を把握し、学習した語句や文法事項を用いて
自分の意見を話したり／書いたりできる。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文の内容を
読み取り、概要や要点を把握しようとしてい
る。学習した語句や文法事項を用いて、自分
の意見を話したり／書いたりしようする態度
が見られる。

○ ○ ○ 10

B Lesson 2
【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を理解
し、その理解を基に、主題について書かれ
た文章を読み取る技能を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概要や要
点を把握し、学習した語句や文法事項を用
いて自分の意見を話したり／書いたりでき
るようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文の内容
を読み取り、概要や要点を把握しようとし
ている。学習した語句や文法事項を用い
て、自分の意見を話したり／書いたりしよ
うする態度を養う。

［題材内容］
生き物が光る理由や，その光が医療
研究に利用されていることに関する
生徒による発表。
［言語材料］
受け身，現在完了形，現在完了進行
形
［言語の働き］
質問する，説明する，理由を述べ
る，発表する

〇

定期考査
〇 〇 ○

C Lesson 3
【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を理解
し、その理解を基に、主題について書かれ
た文章を読み取る技能を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概要や要
点を把握し、学習した語句や文法事項を用
いて自分の意見を話したり／書いたりでき
るようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文の内容
を読み取り、概要や要点を把握しようとし
ている。学習した語句や文法事項を用い
て、自分の意見を話したり／書いたりしよ
うする態度を養う。

［題材内容］
スポーツクライマーである野口選手
のインタビュー
［言語材料］
動名詞，不定詞，S＋V＋O［that節］
［言語の働き］
質問する，説明する，理由を述べ
る，助言する，紹介する，発表する 〇 〇

○ 1〇

〇

【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を理解し、
その理解を基に、主題について書かれた文章
を読み取る技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概要や要点
を把握し、学習した語句や文法事項を用いて
自分の意見を話したり／書いたりできる。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文の内容を
読み取り、概要や要点を把握しようとしてい
る。学習した語句や文法事項を用いて、自分
の意見を話したり／書いたりしようする態度
が見られる。

○ ○ ○ 10

○ ○ 9

○ ○ 1
定期考査

〇 〇

D Lesson 4
【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を理解
し、その理解を基に、主題について書かれ
た文章を読み取る技能を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概要や要
点を把握し、学習した語句や文法事項を用
いて自分の意見を話したり／書いたりでき
るようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文の内容
を読み取り、概要や要点を把握しようとし
ている。学習した語句や文法事項を用い
て、自分の意見を話したり／書いたりしよ
うする態度を養う。

［題材内容］
日本のマンガの形式やその翻訳に関
する留学生による発表
［言語材料］
後置修飾の現在分詞，後置修飾の過
去分詞，比較級・最上級
［言語の働き］
質問する，助言する，説明する，賛
成する，理由を述べる 〇 〇 〇

【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を理解し、
その理解を基に、主題について書かれた文章
を読み取る技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概要や要点
を把握し、学習した語句や文法事項を用いて
自分の意見を話したり／書いたりできる。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文の内容を
読み取り、概要や要点を把握しようとしてい
る。学習した語句や文法事項を用いて、自分
の意見を話したり／書いたりしようする態度
が見られる。

○

〇



○ ○

○

○

11

10

○ ○ 1

【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を理解し、
その理解を基に、主題について書かれた文章
を読み取る技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概要や要点
を把握し、学習した語句や文法事項を用いて
自分の意見を話したり／書いたりできる。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文の内容を
読み取り、概要や要点を把握しようとしてい
る。学習した語句や文法事項を用いて、自分
の意見を話したり／書いたりしようする態度
が見られる。

○ ○ ○〇 〇

〇 〇 〇

〇

F Lesson 6
【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を理解
し、その理解を基に、主題について書かれ
た文章を読み取る技能を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概要や要
点を把握し、学習した語句や文法事項を用
いて自分の意見を話したり／書いたりでき
るようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文の内容
を読み取り、概要や要点を把握しようとし
ている。学習した語句や文法事項を用い
て、自分の意見を話したり／書いたりしよ
うする態度を養う。

［題材内容］
人間の興味深い行動パターンに関す
る実験の手順や結果を解説する雑誌
記事
［言語材料］
It＋be動詞＋形容詞＋that節，S＋V
［be動詞以外＋C］，S＋V＋O＋C［形
容詞］
［言語の働き］
質問する，説明する，発表する，提
案する

定期考査

〇 〇

〇

G Lesson 7
【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を理解
し、その理解を基に、主題について書かれ
た文章を読み取る技能を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概要や要
点を把握し、学習した語句や文法事項を用
いて自分の意見を話したり／書いたりでき
るようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文の内容
を読み取り、概要や要点を把握しようとし
ている。学習した語句や文法事項を用い
て、自分の意見を話したり／書いたりしよ
うする態度を養う。

［題材内容］
プラスチックがもたらす環境破壊に
関する論説文
［言語材料］
関係副詞where，関係副詞when，関係
代名詞what
［言語の働き］
質問する，理由を述べる，描写す
る，説明する，発表する，報告する

H Lesson 8
【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を理解
し、その理解を基に、主題について書かれ
た文章を読み取る技能を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概要や要
点を把握し、学習した語句や文法事項を用
いて自分の意見を話したり／書いたりでき
るようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文の内容
を読み取り、概要や要点を把握しようとし
ている。学習した語句や文法事項を用い
て、自分の意見を話したり／書いたりしよ
うする態度を養う。

［題材内容］
イギリス人ALTによるフィッシュ・ア
ンド・チップスの歴史と食料資源に
関する発表
［言語材料］
現在分詞の分詞構文，関係代名詞の
非制限用法，過去完了形
［言語の働き］
質問する，説明する，報告する，発
表する

定期考査

E Lesson 5
【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を理解
し、その理解を基に、主題について書かれ
た文章を読み取る技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概要や要
点を把握し、学習した語句や文法事項を用
いて自分の意見を話したり／書いたりして
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文の内容
を読み取り、概要や要点を把握しようとし
ている。学習した語句や文法事項を用い
て、自分の意見を話したり／書いたりしよ
うとしている。

［題材内容］
ザンビアのバナナの茎から作られる
バナナペーパーへの日本の伝統技術
貢献に関する講義
［言語材料］
関係代名詞（主格），関係代名詞
（目的格），S＋seem＋to不定詞
［言語の働き］
質問する，説明する，理由を述べ
る，誘う

〇 〇 ○ ○〇

【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を理解し、
その理解を基に、主題について書かれた文章
を読み取る技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概要や要点
を把握し、学習した語句や文法事項を用いて
自分の意見を話したり／書いたりできる。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文の内容を
読み取り、概要や要点を把握しようとしてい
る。学習した語句や文法事項を用いて、自分
の意見を話したり／書いたりしようする態度
が見られる。

○

〇 〇 〇

【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を理解し、
その理解を基に、主題について書かれた文章
を読み取る技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概要や要点
を把握し、学習した語句や文法事項を用いて
自分の意見を話したり／書いたりできる。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文の内容を
読み取り、概要や要点を把握しようとしてい
る。学習した語句や文法事項を用いて、自分
の意見を話したり／書いたりしようする態度
が見られる。

【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を理解し、
その理解を基に、主題について書かれた文章
を読み取る技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概要や要点
を把握し、学習した語句や文法事項を用いて
自分の意見を話したり／書いたりできる。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文の内容を
読み取り、概要や要点を把握しようとしてい
る。学習した語句や文法事項を用いて、自分
の意見を話したり／書いたりしようする態度
が見られる。

〇 〇 〇

○ ○ 11

1

○ ○

２
学
期

10



〇

合計

105

【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を理解し、
その理解を基に、主題について書かれた文章
を読み取る技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概要や要点
を把握し、学習した語句や文法事項を用いて
自分の意見を話したり／書いたりできる。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文の内容を
読み取り、概要や要点を把握しようとしてい
る。学習した語句や文法事項を用いて、自分
の意見を話したり／書いたりしようする態度
が見られる。

○

○ ○ 10

〇

○

【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を理解し、
その理解を基に、主題について書かれた文章
を読み取る技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概要や要点
を把握し、学習した語句や文法事項を用いて
自分の意見を話したり／書いたりできる。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文の内容を
読み取り、概要や要点を把握しようとしてい
る。学習した語句や文法事項を用いて、自分
の意見を話したり／書いたりしようする態度
が見られる。

〇 〇 〇

○ ○ ○ 10

○ 1
定期考査

３
学
期

I Lesson 9
【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を理解
し、その理解を基に、主題について書かれ
た文章を読み取る技能を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概要や要
点を把握し、学習した語句や文法事項を用
いて自分の意見を話したり／書いたりでき
るようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文の内容
を読み取り、概要や要点を把握しようとし
ている。学習した語句や文法事項を用い
て、自分の意見を話したり／書いたりしよ
うする態度を養う。

[題材内容］
世界中の若者の間で人気が出てきて
いるeスポーツの実況中継
［言語材料］
S＋V［知覚］＋O＋［現在分詞，原形
不定詞］，S＋V［使役］＋O＋C［原
形不定詞］，S＋V＋O₁＋O₂［ if な
どの節］
［言語の働き］
質問する，理由を述べる，意見を言
う，説得する，発表する

〇

J Lesson 10
【知識及び技能】
　側注・脚注の語彙や，言語材料を理解
し、その理解を基に、主題について書かれ
た文章を読み取る技能を身に付けさせる。
【思考力、判断力、表現力等】
　各Part本文の内容を読み取り、概要や要
点を把握し、学習した語句や文法事項を用
いて自分の意見を話したり／書いたりでき
るようにさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　理解を深めるために、各Part本文の内容
を読み取り、概要や要点を把握しようとし
ている。学習した語句や文法事項を用い
て、自分の意見を話したり／書いたりしよ
うする態度を養う。

［題材内容］
写真家ヨシダナギさんに関する雑誌
記事
［言語材料］
wish＋仮定法過去の節，仮定法過去
のas if節，仮定法過去のif節
［言語の働き］
説明する，仮定する，意見を言う，
発表する，報告する

〇 〇

〇



年間授業計画　様式

  高等学校 令和7年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

合計

70

定期考査 ○ ○ 1

○

○

○

３
学
期

C コンピュータとプログラミング
【知識及び技能】
コンピュータの仕組みとコンピュー
タでの情報の内部表現、計算の方法
について理解する。プログラムに
よって情報通信ネットワークの機能
を使う方法や技能を身につける。

【思考力、判断力、表現力等】
アルゴリズムによる表現方法を身に
つける。モデル化とシミュレーショ
ンの考え方を問題の適切な解決方法
を考える際に行えるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】
生活の中で使われているプログラム
に目を向け、改善しようとするな
ど、情報社会に主体的に参画しよう
とする態度を育成する。

○アルゴリズム
○プログラミング演習(変数、デー
タ型、演算子、関数など）

【知識及び技能】
コンピュータや外部装置の仕組みや特徴、コ
ンピュータで情報の内部表現と計算に関する
限界について理解できている。
アルゴリズムを表現する手段、プログラミン
グによってコンピュータや情報通信ネット
ワークを活用する方法について理解し技能を
身に付けられている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報の特徴とコンピュータの能力との関係に
ついて考察すること。目的に応じたアルゴリ
ズムを考え適切な方法で表現し、プログラミ
ングによりコンピュータや情報通信ネット
ワークを活用するとともに、その過程を評価
し改善することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
社会や自然などにおける事象をモデル化・シ
ミュレーションを行い、情報社会に主体的に
参画しようとする態度を身に付ける。

○

２
学
期

B コミュニケーションと情報デザイン
【知識及び技能】
情報の科学的な見方・考え方を働かせ、メ
ディアの特性やコミュニケーション手段の
特徴について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
目的に応じて受け手にわかりやすく伝え
る。そのために情報デザインの考えかたや
方法を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
情報と情報技術を活用して、効果的なコ
ミュニケーションを行う態度を身につけ
る。

○デジタルデータ
○数のデジタル表現
○文字のデジタル表現
○音のデジタル表現
○画像のデジタル表現
○データ量の計算
○データの圧縮と誤り検出

【知識及び技能】
メディアの特性とコミュニケーション手段の
特徴について、その変遷も踏まえて科学的に
理解できている。
【思考力、判断力、表現力等】
効果的なコミュニケーションを行うための情
報デザインの考え方や手法を理解し表現する
技能を身についている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報デザインの違いによる社会に与える影響
の違いを理解し、責任ある情報発信を行う態
度が身についている。

○

○

【知識及び技能】
情報やメディアの特性を理解し、情報技術を効
果的に活用して問題の発見・解決を行える。
情報に関する制度及びマナー等について、その
背景を化学的にとらえ、理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
問題解決に必要な情報やメディアを見極め、メ
ディアリテラシーを身につけ、情報の分析、評
価、効果的な表現が行える。
【学びに向かう力、人間性等】
情報に関する法規や制度及びマナーの意義を理
解し、情報社会において個人の果たす役割や責
任について考察できる。

○情報を学ぶ意義
○情報とメディアの特性
○問題解決の考え方
○問題と目標の明確化
○問題の整理と分析
○問題解決演習(IE図)
○仮説の作成
○法の重要性と意義
○個人情報とその保護
○サイバー犯罪
○情報セキュリティ

A 情報社会の問題解決
【知識及び技能】
情報やメディアの特性、情報技術が
社会に果たす役割や影響、問題解決
の手法等を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報と情報技術を適切に活用し、効
果的に問題を解決し、表現する力を
養う。
【学びに向かう力、人間性等】
情報モラルに配慮し、情報社会に主
体的に参画しようとする態度を身に
つける。

19

○ 13

C 情報通信ネットワークとデータの
活用
【知識及び技能】
情報の科学的な見方・考え方を働か
せ、メディアの特性やコミュニケー
ション手段の特徴について理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
目的に応じて受け手にわかりやすく
伝える。そのために情報デザインの
考えかたや方法を身につける。
【学びに向かう力、人間性等】
情報と情報技術を活用して、効果的
なコミュニケーションを行う態度を
身につける。

○コンピュータの構成
○CPUによる演算のしくみ
○ソフトウェアとOS
○コンピュータネットワーク
○プロトコルとIP
○IPアドレス
○データ転送の仕組み
○情報システムとそのサービス
○データベース
○データの活用
○データ活用演習
○ネットワークでのセキュリティ
○暗号化の仕組み

【知識及び技能】
情報通信ネットワークを利用した通信の仕組み
や構築に関わる機器について理解している。身
の回りにある情報システムについて理解してい
る。データベースの役割を理解し必要性につい
て意識している。
【思考力、判断力、表現力等】
目的に応じた機器の選択ができるようになる。
情報通信技術を使ったデータのやり取りについ
て、説明できる。未来の情報システムについて
具体的にイメージすることが出来る。
【学びに向かう力、人間性等】
日常で利用している機器に興味をもち、主体的
に活用しようとしている。情報システムを活用
し、情報社会に主体的に参画しようとしてい
る。

○ ○ ○

1○

○

12

定期考査

必要な情報を主体的に収集・判断・処理を行い、受け手の状況などを踏まえて発信・伝達できるようにする。

社会生活の中で情報が果たしている役割や影響を理解し、望ましい情報社会の創造に参画しようとする態度を養う。

情報Ⅰ

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

　情報を活用した問題の発見・解決等の方法や，社
会の中で果たす役割や影響，情報に関する法律・規
則やマナー，個人が果たす役割や責任等について情
報の科学的に理解し，情報を適切に活用するために
必要な技能を身に付けている。

　様々な事象を情報とその結び付きの視点から捉
え，複数の情報を結び付けて新たな資質・能力の三
つの柱に沿った情報活用能力の整理意味を見いだす
力や，問題の発見・解決に向けて情報技術を適切か
つ効果的に活用する力を身に付けている。

　情報や情報技術を適切かつ効果的に活用して
情報社会に主体的に参画し，その発展に寄与し
ようとする態度を身に付けている。

態
配当
時数

定期考査

１
学
期

1

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

23○○○

○

【 知　識　及　び　技　能 】

情報 情報Ⅰ
情報 情報Ⅰ 2

「情報Ⅰ」　日本文教出版

（　１～7組：青木　里緒　）

情報

情報活用の基礎となる情報手段の特性の理解と情報を適切に扱うための基本的な論理や方法を理解する。



年間授業計画　新様式

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 7 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：総合的な探究の時間

（１組：須賀）（２組：吉田）（３組：土田）（４組：島澤）（５組：南川）（６組：鎌田）（７組：佐村）

探究に主体的・協働的に取り組むとともに、互いの良さを生かしながら、新たな価値を創造し、より良い社会を実現しようとする態度を養う。

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間

総合的な探究の時間 総合的な探究の時間 1

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科

東京都教育委員会「人間と社会」

総合的な探究の時間

【 知　識　及　び　技　能 】探究の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探究の意義や価値を理解するようにする。

実社会や実生活との関わりから問いを見出し、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まとめ・表現することが出来るようにする。【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

学習課題に関する概念的知識を獲得し、よりよ
い課題解決のために必要な知識や技能を見つけ
ている探究することの意義や価値を理解してい
る

実社会や実生活の中から問いを見出し、探究的
な見方や考え方を用いて、自分で課題を立て、
情報を集め、整理してまとめ、発表している。

実社会や実生活の中から積極的に問いを見出
し、主体的・協働的に課題の解決に取り組み、
学習したことを自己の生き方に活かし、主体的
にさらに高次の課題に取り組もうとしている。

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

〇

態

12

〇 〇 〇

〇

道徳教育とキャリア教育を一体的
に学習する。

自分を客観的に見つめ、分析し、
判断・理解できる能力を育成す
る。

社会全般に興味を持ち、広い視野
で判断を下せる能力を育成する。

社会の一員として、社会貢献でき
る資質を育成する。

校外学習

キャリア教育（職業理解）
　同窓会講話
　科目選択説明会
　文理選択

SDGｓ（ユニクロ・服の力プロジェク
ト）「第４章役割と責任」

探究学習（マイナビ・locus
program）

授業への取り組み

「人間と社会」の意義を理解できた

グループワークにおいて積極的にコミュニ
ケーションをとり、自主的、実践的に取り組
んでいる

授業態度、出席状況、課題や提出物を基に総
合的に評価する

〇 〇

道徳教育とキャリア教育を一体的に
学習する。

自分を客観的に見つめ、分析し、判
断・理解できる能力を育成する。

社会全般に興味を持ち、広い視野で
判断を下せる能力を育成する。

社会の一員として、社会貢献できる
資質を育成する。

「第１０章お金の意義について考
える」

進路ガイダンス

情報モラル教育（ライン安全教
室）「第６章ネット時代」

探究学習（マイナビ・locus
program）

授業への取り組み

「人間と社会」の意義を理解できたか

グループワークにおいて積極的にコミュニ
ケーションをとっている

授業態度、出席状況、課題や提出物を基に総
合的に評価する

３
学
期

道徳教育とキャリア教育を一体的に
学習する。

自分を客観的に見つめ、分析し、判
断・理解できる能力を育成する。

社会全般に興味を持ち、広い視野で
判断を下せる能力を育成する。

社会の一員として、社会貢献できる
資質を育成する。

文化祭準備

地域清掃活動

科目選択説明会

キャリア教育（プレゼンテーション・
仕事選び）

ヤングケアラー

進路ガイダンス

探究学習（マイナビ・locus
program）

授業への取り組み

「人間と社会」の意義を理解できたか

グループワークにおいて積極的にコミュニ
ケーションをとり、自主的、実践的に取り組
んでいる

授業態度、出席状況、課題や提出物を基に総
合的に評価する

２
学
期

13

10

〇

35

合計

〇


